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図２-1．学生がグループ活動<実践1>において「心掛けた
いこと」と「実践できたこと」（N=47，複数回答） 0 5 10 15 20
図２-２．学生がグループ活動<実践2>において「心掛けた
いこと」と「実践できたこと」（N=47，複数回答）
1・2-2に示した。実践1･2共に多かった「実践できたこと」
は、「グループでの活動を楽しむ」「友達やグループの人
が困ったときは助ける」であった。実践1と比べて実践2で
は「心掛けたいこと」と「実践できたこと」の間に差が見
られた項目が多かった。
「マイクロティーチング有効性測定尺度」の項目を表2
に、実践1･2（マイクロティーチング）に対する学生の自己
評価の結果を、図3-1・3-2に示した。実践1･2とも「あては
まる」の回答数が最も多かったのは、「⑮実地指導の難し
さの自覚」であり、少なかったのは「②保育技術：負の強
化」であった。また20項目の内、保育技術に関する2項目を
除いた18項目において「あてはまる」「ややあてはまる」の
合計数が8割を超えていた。実践1･2についての学生による
保育実践の振り返りを、表3-1・3-2に示した。実践1に関し
ては65の記述があり、「気付きや学び」（30）「指導の難
しさ」（21）「今後の意欲・課題」（14）に分類された。実
践2では68の記述があり、「気付きや学び」（54）「指導の
難しさ」（8）「今後の意欲・課題」（5）「その他」（1）に
分類された。「気付きや学び」の内容として、実践1･2に共
通していたのは、「子どもへの対応」「他の学生の実践か
ら学ぶ」「実践の大切さ」「事前準備」「子ども目線」で
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表２．「マイクロチィーチング有効性測定尺度」（金子，2018）
図３-１．実践１（マイクロティーチング）に対する学生
の自己評価（N=47）
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あった。
実践1･2を通して、グループ活動での人間関係に関する
内容について22名が45の記述を行っており、それらの記述
内容を表4に示した。記述内容は「新たな人間関係を経験」
「様々な意見」「協力して楽しく活動」「話の聞き方と伝
え方」「意見を言いやすい雰囲気」等に分類された。
考察
保育実践力に関して
今回、学生に実施した「マイクロティーチング有効性測
定尺度」（表2）は、「保育技術」「学習状態の認識」「学
習意欲」「指導の難しさ」「幼児理解」「指導案の書き方」の
6領域20項目で構成されている。実践1･2に関する学生の自
己評価は、保育技術に関する2項目を除いた18項目におい
ては、「あてはまる」「ややあてはまる」の合計数が8割を
超えていたことから、概ね各領域に関する学生の学びに繋
がったと推察された。そして「あてはまる」の回答数が最
も多かったのは「実地指導の難しさの自覚」であった。実
際に子ども（集団）を指導することは難しいとの実感であ
マイクロティーチングの実践に関する一考察
図３-２．実践２（マイクロティーチング）に対する学生
の自己評価（N=47）
表３-１．学生による保育実践の振り返り＜実践１＞
（N=47，複数回答）
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表３-２．学生による保育実践の振り返り＜実践２＞
（N=47，複数回答）
表４．学生のグループ活動での人間関係についての振り返り
＜実践１・２＞（N=22，複数回答）
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り、特に実践1では「思うように指導が進まず、指導するこ
との難しさを感じた」「予想しなかった行動への対応方法
が難しかった」「どうすれば子どもが保育者の方を見るの
か、集中するのか」（表3-1）等の記述内容からその難しさ
が窺えた。次に多かったのは「立案の難しさの実感」であ
った。1つひとつの子どもの活動について、その過程を考え
ながら深く意味を追求して書くといった立案の難しさの
理解であり、「子どもに合った遊びを考えて指導案を作り、
実践することの難しさ」「指導案を書く時にクラスの特徴
を理解して作成しなければ活動がスムーズに進まない」
（表3-1）等の記述があった。金子（2013）は、保育者養成
大学の学生に簡易型マイクロティーチングを実施した結
果、「実践の難しさ」の平均値が最も高かったこと、そし
て実践が難しいと認識した者ほど、学習意欲を高め、実践
のポイントをつかみ、指導技術を獲得していたと報告して
いる３）。指導案の立案とそれに基づく実地指導は保育実践
力と直結しており、保育・教育実習では必須であるため、
学生にとっては避けて通れない課題である。まずは実践を
通して、その難しさを実感することが第一歩であり、それ
が様々な気付きや学び、自己の課題を見出すことに繋がっ
ていくと考えられる。
次に多かったのは「学習状態のメタ認知」で、保育者の
資質や学習知識、保育技術に関する内容である。「子ども
の興味、関心を引き出すために保育者の表現力が大切」「パ
ッとひらめくような発想が保育者には必要」といった記述
の他に、特に実践2で見られたのは、「子どもに分かりやす
い言葉かけ」の大切さである。「子どもへの声かけが大切。
指導する際には、分かりやすくはっきり丁寧に伝えていく
ことで、理解しやすくスムーズに活動できる」「遊びのル
ールを説明するのが難しい。子どもが分かりやすいよう言
葉を選ぶ必要がある」（表3-2）等の記述があった。そのた
め、実習やボランティア等において実際に子どもと言葉の
やりとりを経験したり、授業で様々な発達段階の子どもと
のコミュニケーションの方法について具体的に学んだり
することが不可欠であると考えられる。
その一方で、「保育技術：負の強化」や「不参加児など
への対処」については評価が低かった。その理由として、学
生達は保育において、子どもの言動をできるだけ肯定的に
受け止め、受容的に関わるといった意識が基盤にあること
や個別に支援を要する子どもを想定しづらかったことが
考えられる。「不参加児や個別指導の必要な子どもがおら
ず、それが現場と違うところだと思うので、経験できると
良かった」（表3-2）との記述もあり、実施前に学生達がそ
うした子どもの姿を十分にイメージできるような場面を
設け、個々の子どもの特性に応じた効果的な対応方法につ
いて考えられるようにする必要がある。
その他、学生の振り返り内容には「他の人の指導を客観
的に見ることができ、普段気付かないことに気付けていい
勉強になった」（表3-1）といった他学生の実践からの学び
に関する記述や、「子どもの立場になったことで、保育者
の表情や声のトーンなど客観的に見ることができ、たくさ
んの学びがあった」（表3-2）といった子ども目線での気付
きに関する記述等が見られた。学生が模擬保育を体験する
ことは、子どもの心情理解を可能にする効果や、保育を客
観的に省察する効果があることが報告されている１）。マイ
クロティーチングでは、保育者役の学生以外にも、子ども
役、観察者といった役割が割り当てられる。保育者役の学
生が自ら保育を実践する中で、多くの気付きや学びが得ら
れるのはもちろんであるが、それ以外の学生も、それぞれ
の視点から客観的に保育者の言動を観察したり、実際に子
ども目線になったりする中で、異なる観点からの気付きや
学びが得られると推察された。
人間関係力に関して
学生のグループ活動や人間関係についての認識として、
「人からしてもらったことに感謝の気持ちをもっている」
「友達やグループの人が困った時は助けている」「約束を
守っている」「自分の考えが間違っていると感じたら、相
手の考えに従う」「相手が言うことを聞こうとしている」
「必要な作業をさぼらずに頑張る」（図1）等の回答が多く
見られたことから、学生達はグループ活動等において、相
手の立場や考えを尊重しながら協力的に活動しようとす
る意識を持っていたと考えられた。実践1･2においては、日
頃関わりの少ない学生同士も交流できるよう意図的にグ
ループ編成を行ったが、学生のグループメンバーに対する
印象や思いとしては、「あまり話したことがない人はいる
が、うまくやっていける」「日頃から話をしている人が多
いので安心」（表1）との回答が多く、グループの人間関係
やメンバーに対して肯定的な印象を抱いた学生が多かっ
た。
実践1･2共に、学生がグループ活動において実践できた
こととして多く挙げたのは「グループでの活動を楽しむ」
「友達やグループの人が困ったときは助ける」（図2-1・2-
2）であった。保育においては、まず保育者自身が活動を楽
しむことが大切であり、学生達がそのような姿勢で活動に
取り組んでいたこと、またグループ活動において大切な仲
間同士での助け合いができていたことが窺えた。学生が実
践前に「心掛けたいこと」として挙げた内容と実施後に「実
践できたこと」として挙げた内容では、特に実践2において
差が見られた。具体的には「相手の気持ちも考えながら、自
分の言いたいことをきちんと伝える」「仲間同士が仲良く
できるような雰囲気作りをする」「難しいことがあっても、
前向きに解決方法を考える」（図2-2）等であり、これらは
心掛けたい内容ではあっても実際に行うことは容易では
ないと推察された。例えば「相手の気持ちも考えながら、自
分の言いたいことをきちんと伝える」ことは、自分も相手
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も大切にした自己表現、適切な自己主張であると考えられ
るが、実際の場面では、自分の思いを一方的に伝えてしま
う、あるいは自分の思いを抑えて相手に合わせてしまうと
いったことも起り得る。「親しい人達だからこそ意見が言
いにくい場面もあったので、そこはその人のためと思って
言えるようにしたい」（表4）との学生の記述も見られた。
学生同士が良好な人間関係を保ちながら活動するために、
様々な場面で意識的に行動できるよう意欲を高める必要
がある。
実践1･2のグループ活動においては、新たな人間関係を
経験したとの記述が多く見られた。学生の中には「人見知
りがあり、すぐに人と打ち解けられない」「人間関係に不
安や悩みがある」（図1）と回答した者や、グループメンバ
ーに対して「あまり話したことがない人が多く、少し不安」
「苦手な人がいて不安」「グループの中でうまくやってい
く自信がない」（表1）と回答した者がいた。「人見知りが
あり、すぐに人と打ち解けられない」に「ややあてはまる」
と回答した学生B・C・D・Eは以下のように記述してい
た。「遊びを通して、普段の生活で話す機会が少ない人と
も話すことができ、その人のおもしろい所、優しい所に気
付くことができた。たくさんの人とコミュニケーションを
とり自分の人見知りを克服したり、その人の良い所を吸収
したりしていきたい」「話し合いを繰り返していくうちに、
自然と自分の思っていることを口に出すことができてき
たように思う」（学生B）「いつも一緒ではないメンバーで
楽しんだり話をしたりすることは楽しかった。いつどこに
行っても誰でもすぐに話ができる力を身に付けていこう
と思う」（学生C）「いつもいる友達以外の人がメンバーだ
ったので新鮮な気持ちになった。いいところも見つけたの
でいい体験だった」（学生D）「いつも一緒にいる友達では
なく、時々話をする程度の人もいたので、楽しく活動でき
るか、その中でちゃんと自分の意見を言えるかが課題だと
思っていた。しかし、実際一緒に活動してみると、みんな
私の話を聞いてくれ、意見を言ってくれたりして、自分の
意見を言いやすく、話し合いも盛り上がった。今まであま
り話したことのない友達とも話したり、楽しく活動したり
することができた」（学生E）。「グループの中でうまくや
っていく自信がない」と回答した学生Fは「今まで話したこ
とがない人たちだったけど、この活動を通してその人の性
格が知れてよかった」と記述していた。また「苦手な人が
いて不安」と回答した学生Gは「普段あまり組むことのない
グループだったのでとても新鮮な活動だった」（いずれも
表4）と記述していた。以上のことから、学生の人間関係力
を育むために、意図的に様々な学生同士が関われるような
場を設け、積極的に意見を伝え合ったり、相手の良さに気
付いたりする経験を重ねていくことが大切であると考え
られる。
おわりに
マイクロティーチングの実践を通して、多くの学生は指
導の難しさを実感し、学習状態の認識、学習意欲、指導案
の書き方、保育技術、幼児理解に関して概ね効果を認めて
いた。また、意図的に編成されたグループでの実践を通し
て、様々な意見を出し合いながら協力して活動する経験、
話の聞き方や伝え方、意見を言いやすい雰囲気への気付き
等が得られ、新たな人間関係の経験に繋がった学生がいた
ことが窺えた。以上のことから、マイクロティーチングの
実践が、学生の保育実践力や人間関係力を育むことに繋が
る可能性が示唆された。保育者養成教育においては、現場
で求められる力を育むために多様な形で実践が行われて
いる。そのため、今後も様々な取り組みを参考としながら、
学生の保育実践力や人間関係力の育成を図っていきたい。
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